
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆令和５年度の事業計画・予算が承認されました（第３回代議員会報告） 

3 月 1３日（月）の第３回代議員会において、令和５年度の事業計画・予算をご承認いただ

きました。 

従事者共済会では、契約施設における事務利便性の向上や共済会全体の経費節減を図るため、

２０１９年１２月から「共済会システム」を運用し、２０２４年１月には完全電子化（届出の電

子申請化・請求書等の郵送対応の廃止）

を目指しています。 

そのため、令和５年度は、システム未

開発であった「法人間異動（転出・転入）

届」を稼働させるとともに、システム活

用が進んでいない法人への個別アプ

ローチ等を行い、「共済会システム」の

より一層の普及・利用促進に取り組みま

す。 

また、動画配信形式での事務説明会を

開催し、届出の説明動画の作成等にもつ

なげていく予定です。 

退職金制度として安定的な運営に努

めるとともに、今後も引き続き堅実な資

産運用を行っていきます。 

 

 

項 目 内 容 

１ 契約者・加入者の管

理、退職共済金の給付 

共済制度にかかわる事務を適切に行い、制度を安定的に運営し

ます。 

２ 貸付金事業の実施 貸付金利／普通貸付 2.0％、特例貸付 1.0％（金利は据え置き） 

３ 資産の運用・管理 

資産運用コンサルティングを受け、安全かつ適切な運用を行い

ます。また、資産運用委員会を四半期ごとに開催し、運用実績

の確認・検証を行います。 

４ 制度の運営 

代議員の改選を円滑に行い、代議員会(年 3 回)、幹事会(随時)、

資産運用委員会(年 4 回)において、制度運営に係る重要事項の

協議を行います。 

５ 事務利便性の向上 
共済会システムの活用促進を図るため、「法人間異動届」の電

子化・事務説明会の開催・事務手引きの改訂等を行います。 

６ 広報・加入促進活動 契約施設が増えるよう、部会の会議等を通じて働きかけます。 

７ 福利厚生事業の実施 レジャー施設等の提携企業との割引契約を継続します。 
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◆従事者共済会の状況について 

●○●令和５年３月現在の加入状況●○● 

 

 

 

 

 

 

 

●○●令和５年２月末現在の資産状況（時価）●○● 

 
※上表では、国内債券の資産割合が基本ポートフォリオの乖離許容範囲を逸脱していますが、資産運用

委員会での協議を踏まえ、３月に２０年国債５３億円分を購入し、中心値へリバランスしています。 

（単位：円）

乖離許容

72,316,076,203 74,021,264,176

5,813,554,532 9,764,377,033

3,000,000,000 3,000,000,000

自家運用
（債券）

国債・都債　　※2 46,797,151,758 44,797,151,758

A社 4,209,947,060 4,084,126,599

B社 3,889,742,922 3,789,210,838

C社 3,880,072,515 3,785,672,982

国内株 1,445,971,943 1,532,655,210 2.07% 2% 1～3％

外国債 1,730,872,118 1,690,514,846 2.28% 2.5% 1.5～3.5％

外国株 1,548,763,355 1,577,554,910 2.13% 2% 1～3％

139,120,097 122,619,030 0.17% 1% ―

72,455,196,300 74,143,883,206 100.00% 100%

資金構成割合
基本ポートフォリオ

退職共済金運用資金（積立金）

委託運用
（4社）

国内債

D社

令和４年3月末 令和５年2月末

貸付金

退職共済金支払基金合計

預貯金　　※1

17.22% 8% ―
定期預金

76.14% 84.5%
79.5～
89.5％

＜事務ご担当者の方へ＞ 
●「共済会システム」のセキュリティ管理について 

システムログイン時に必要となるＩＤとパスワードは、使い回しをせずに厳重に管理し

てください。各ＩＤは①管理者②担当者③閲覧の 3 種類の操作権限の設定をすることが可

能です。業務に応じた適切な設定を行うことで、情報の流出や不正な書き換えを防ぐこと

ができます。退職や異動などで事務担当者が交代される場合は、必ず当該のＩＤを削除

し、新しいＩＤを作成してください。また、ＩＤに登録される担当者名は、各種届出の問

合わせ先として記録され、共済会からの連絡の際に利用させていただきます。 
＊参照／事務の手引き別冊「共済会システム操作説明・様式（2022 年発行）」P3～4 

●加入届の取消について 

「加入届」の取消は、届出締切日（毎月 10 日）以降は原則できません。なお、締切日

前の場合は、システムのメインメニュー「届出履歴」のボタンから、該当する届出を削除

することができます（電子申請の場合）。また、誤って同一人物を重複加入させた場合や、

転出・転入すべき加入者であった場合は共済会までお問合せください。 

「加入届」の申請にあたっては、必ず加入者ご本人に「重要事項説明書」（※共済会ホー

ムページに掲載）をお渡しの上、ご説明いただきますようお願いします。 


